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1. まえがき

　電磁特性技術委員会は，高速高周波・低電力・高密度実
装における不要電磁エネルギの発生や回路間機器間の相互
電磁干渉問題などについて，電磁気的特性をしっかり捉え
たアプローチにより，電磁適合性 (EMC: Electromagnetic 
Compatibility)を有する実装設計の実現を目的とした関連技
術を扱っている。エレクトロニクス実装学会では，「超高
速・高周波エレクトロニク実装研究会」「EMCモデリング
研究会」「低ノイズ実装研究会」の 3研究会を統括してい
る。また，研究開発の第一線で活躍している方々を講師と
する「サマーセミナ」や春季講演大会での関連セッション
などの行事を企画・運営し，各研究会それぞれの特徴を活
かした活動成果を技術委員会の主催行事にフィードバック
することで，実装領域での研究推進と新たな技術創出を行
い，業界の発展に寄与している。本稿では，昨年の当委員
会の活動内容と，その中でのいくつかの内容を紹介するこ
とで，最近の電磁特性技術の動向に触れることとする。

2. 2015年の活動から

　2015年の電磁特性技術委員会に関わる大きなトピックと
して，「電磁特性技術の最新技術動向」と題して，エレクト
ロニクス実装学会誌 2015年 8月号の「全冊」特集を組んだ
ことが挙げられる。電磁特性技術委員会としては，電磁特
性にこだわりながらも，これまで組んだ小特集ではなかな
か取り上げることのできなかった技術領域の解説論文を用
意し，「電磁」アレルギーをお持ちの方にも読んでいただけ
るような企画を心がけた。
　特集は三部構成とし，まず最初は，電磁特性技術委員会
傘下の超高速・高周波エレクトロニクス実装研究会で，こ
こ 1，2年でご発表いただいたものから，特に反響の大き
かったもの 5件をご寄稿いただいた 1)～5)。次いでは，当電
磁特性技術委員会関係者による解説論文 9件を置いた 6)～14)。
高速伝送対応基板の技術動向に始まり，高速回路の電源系
設計，差動伝送線路からのノイズ問題，ウェアラブル生体

センサの EMC，アンテナ小型化技術など，多方面で活躍し
ている委員会関係者の解説をお楽しみいただいたものと考
える。最後は，当電磁特性技術委員会が主催した 2014年の
サマーセミナから 2件をご寄稿いただいた。2014年のサ
マーセミナでは，省エネルギのキー技術としてますます注
目を集めているパワーエレクトロニクスのEMC技術をテー
マに取り上げ，7件の講演を行っていただいたが，その中
でも「メーカで行っているEMC対策事例」としてアンケー
ト評価が高かったものである 15),16)。
　その他は，電磁特性技術委員会の活動は「サマーセミナ」
「春季講演大会」「研究会」「その他」に大別できる。ただ
し，2015年は諸般の事情によりサマーセミナを開催するこ
とができなかった。そのため，それ以外の活動で，それぞ
れの活動概要とトピックを紹介する。
2.1	 研究会

　研究会は，前述のように「超高速・高周波エレクトロニ
クス実装研究会」「EMCモデリング研究会」「低ノイズ実装
研究会」の三つの研究会を統合し活動している。
　超高速・高周波エレクトロニクス実装研究会は，2015年
には，5月，8月，11月と 3回の公開研究会を開催した 17)。
会員，非会員を含めて関連技術の発表と議論の場を提供
し，電磁特性分野の活性化と新たな会員獲得に貢献してい
る。研究会で取り上げるテーマは毎回異なるが，参加者が
多くて関心の高さを感じるのは，高速・高周波用のプリン
ト配線板やフレキシブル配線板向けに開発された材料を取
り上げるものである。普段，議論する機会が少ない材料開
発者，回路設計者，材料評価者などの専門家が一堂に会し
て議論することができるのが，好評の要因と考えている。
また，多様な技術者で構成されているエレクトロニクス実
装学会ならでは強みであると考える。
　EMCモデリング研究会は，主に電磁特性に関するシミュ
レーションモデルや計算結果の検討を行っている。さら
に，そこで得られた知見を基に，シミュレーションのため
の練習問題の作成についても取り組んでいる。これらの成
果は，サマーセミナや他の公開研究会，講演大会などで発
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